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女子学生の主食の摂取状況に関する実態調査
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要約
【目的】 
　米を中心とした日本型食生活は、理想の食事として食事バランスガイドなどを活用し普及・啓
蒙されている。近年では、機能性を備えた米が開発されており、外食産業及び中食産業で販売さ
れている。本調査では、白米及び機能性を備えた米の摂取の実態を把握した。
【方法】
　自己記入式質問紙による調査を女子学生112名に実施した。質問紙では、主食の摂取状況、食
習慣、生活習慣、健康状態、年齢、身長及び体重について調査した。
【結果】
　米飯の摂取状況は、朝食、昼食、夕食のいずれの食事時間でも、米飯は主食として選択されて
いた。朝食のみ米飯よりもパン及びシリアルが選択され、「手軽だから」という理由から選択さ
れていた。朝食は昼食、夕食と違い、嗜好よりも手軽さが求められていた。昼食、夕食では米飯
が最も多く選択されており、「好きだから」という理由であった。
米飯の摂取頻度は、1回2回(48.3％)が最も多く、昼食及び夕食に摂取頻度が高かった。1食当た
りの米飯の量は、朝食　119.4±61.8ｇ、昼食　120.7±41.6ｇ、夕食　118.0±34.5ｇであった。本調
査で1日2回を米飯であった場合は、平成20年度国民健康・栄養調査よりも摂取量が下回る結果と
なった。
　また、雑穀米や玄米などの機能性の備えた米の利用者は、自宅もしくは外食で健康増進を目的
として利用されていた。
【結論】
　朝食における米飯の摂取頻度は、減少していると推測され、機能性を備えた米は習慣的な利用
まで浸透していないと考えられる。
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